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豊田市環境保全課

豊田PCB廃棄物処理事業に係る
 

収集運搬について

資料１
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PCB廃棄物の収集運搬の体制

保管事業者 収集運搬
 事業者

JESCO

豊田市

処分委託 ・入門認定
・受入基準

報告

収集運搬委託

・収集運搬業の県知事許可

・環境保全協定

搬入

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
少しおさらいになりますが、これからPCBの収集運搬について、ご説明させていただきます。

PCB廃棄物は、特別管理産業廃棄物ですので、保管事業者は処分業者であるJESCOとの間で処分の委託をする他、各県知事から特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可を受けている収集運搬事業者と運搬の委託をします。

特にPCB廃棄物の収集運搬業に関しては、廃棄物処理法の基準だけでなく、豊田市と環境保全協定を締結してもらうこと、車両や運搬容器、作業者の教育訓練等の基準を定めたJESCOの受入基準を遵守し、入門認定証の交付を受けている業者のみが、コンデンサ等JESCO対象のPCB廃棄物を運搬できることになっています。

今日来ていただいている運搬事業者さんは、これらの要件を満たしているJESCO豊田事業所認定の収集運搬事業者さんです。

次のスライドをご覧ください。
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PCB廃棄物収集運搬ガイドライン

収集運搬各段階におけるPCB廃棄物の取扱いに
 係る留意事項

運搬容器、運行管理の方法

事故時等の緊急時における対応方法

○

○

○

PCB廃棄物の収集運搬に際し、飛散、流出等による
 人の健康被害、生活環境に係る被害を防ぐ。

目的

内容

H16に策定（環境省）
 H23.8最終改訂

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PCB廃棄物の収集運搬に関しては、環境省の策定している、「PCB廃棄物収集運搬ガイドライン」を遵守しなければなりません。

内容は、

収集運搬各段階におけるPCB廃棄物の取扱いに係る留意事項

運搬容器、運行管理の方法

事故時等緊急時における対応方法

等が定められています。



委員の皆さんのみにお配りしている、参考資料１をご覧ください。

一枚めくっていただいて、目次がありますが、第１章の総則の中にPCBの性状や関係法令など、第２章の収集運搬では、事前調査の方法とか、漏洩の点検、積込み･積み下しの方法から携行書類まで、第４章を見ていただくと、収集運搬従事者の教育等、非常に広範囲にかつ細かく定められており、このガイドラインがPCBの収集運搬する上での言わばバイブルとなるものです。

次のスライドをご覧ください。
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収集 運搬
（積下し）（輸送）

受入れ
基準

JESCO収集運搬事業者保管事業者

委託

運転者の教育、
マニュアルの携行等

漏出・転倒等の
防止等

立会・漏洩等

 の無いことの

 確認

防災備品（保護衣、

 流出防止用具等）
の備え付け

立会・漏洩等

 の無いことの

 確認

事故等緊急時は、関

 係機関への連絡、被

 害拡大防止等の措置

運搬計画の策定
（運搬経路の指定）

（積込み）

積卸しする区域の
知事の許可

収集する区域の
知事の許可 収集運搬事業者の許可基準

収集・運搬の基準

（ 廃 棄 物 処 理 法 ）

ガイドラインの主な具体的事項

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ガイドラインの主な具体的事項を簡単に図にしたものがこちらになります。

先ほど申し上げましたように、PCB廃棄物は、廃棄物処理法で「特別管理産業廃棄物」として規制がされているものです。

廃棄物処理法では、廃棄物の排出者、つまり保管事業者自身が、許可を受けた処理業者に委託して処理しなければならないと規定されており、処理業者には収集運搬事業者とJESCOがこれにあたります。

次のスライドをご覧ください。
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受入検査・保管

１
 

運搬準備

収集運搬のフロー

PCB廃棄物の保管

1-1 事前調査
 1-2 補修作業

2 運搬容器

3-1 積込み
 3-2 運搬

保管者

JESCO

収集運搬
事業者

2 運搬容器の選択

３
 

収集運搬

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PCB廃棄物の収集運搬のフローをご説明します。

保管事業者でのコンデンサ等の保管、

運搬準備として、事前調査・必要に応じて補修作業、

適切な運搬容器の選択、そして容器、車両に積み込んでJESCOへ運搬されることになります。

次のスライドをご覧ください。各時点を細かくご説明します。
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１ 運搬準備（1-1事前調査）

＜事前調査＞

有：漏洩防止措置必要

PCB廃棄物の
 漏洩状態の確認

無：漏洩防止措置不要

漏洩防止措置

漏洩、運搬時に漏洩のおそれ

保管場所での現地調査

①適切な運搬容器への収納

②目止め材による補修

③補強剤、緩衝剤による保護及び包装

④液抜き

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に保管場所での事前調査が行われます。これは実際に運搬される予定日の概ね１ヶ月以上前に、保管事業者の立会いの下、収集運搬事業者さんが、運搬予定の廃棄物をチェックし、にじみや漏洩、運搬中にそのおそれがある場合は漏洩防止措置を講じます。

場合によっては、弱そうなところを補強したり、漏洩してしまう前に液抜きをしたりします。

次のスライドをご覧ください。
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留意事項：

１ 運搬準備（1-2補修作業）

＜補修作業＞

対象：「にじみ漏れ」程度の軽微な漏洩のみ

• 事前に技能訓練を受けること

目止め材による補修

• 補修後、十分な養生期間（一週間以上）を置くこと

• 補修箇所について、養生期間中に漏洩がないことを
 確認すること

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目止め材による補修作業については、ガイドラインでは「にじみ漏れ」程度の軽微な漏洩のみが対象となっています。

なお、留意事項にありますように、ガイドラインで１週間以上を目安に養生することとされているため、補修した場合は、多くの運搬事業者さんは、運搬予定日の１週間前程度に、もう一度現物を確認し、再度補修が必要かチェックしています。



前回の安全監視委員会で、昨年夏に収集運搬中やJESCOで保管中ににじみが発生する等した漏洩トラブルが多くなっている、この対応として、昨年10月12日にJESCO主催で補修事例説明会を実施したという報告をさせてもらいました。

その時に使用したのが、参考資料２です。こちらの12ページをご覧ください。

トランスのラジエータパネルにピンホールがあった場合の補修事例が載っています。このような作業を保管事業者のところで行っています。

また、20ページをご覧ください。ただ闇雲に補修すれば良い訳ではなく、補修したことでJESCOでの処理が困難になってしまう場合もあるので、その注意が21ページにかけて説明されています。



それでは資料１に戻っていただきまして、次のスライドをご覧ください。
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２ 運搬容器

・密閉、その他の漏洩防止措置
・収納しやすいこと
・損傷しにくいこと

＜JESCO受入基準＞

ステンレススチール製の
「漏れ防止型金属容器」
「漏れ防止型金属トレイ」

運搬容器の基準

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運搬容器になります。

ガイドラインでは、

密閉、その他漏洩防止措置が講じられていること、

収納しやすいこと、

損傷しにくいこと

と、定められており、JESCO受入基準では

右の写真にありますステンレススチール製の漏れ防止型金属容器を使用すること。こちらが基本で、それに入りきらない大型のトランス等は、漏れ防止型金属トレイで運ぶこととしています。

次のスライドをご覧ください。
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３ 収集運搬（3-1積込み①）

・PCB廃棄物に漏洩はないか

漏洩有→積込み中止し、JESCOへ報告

積込み前確認

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、運搬実施当日、積込前に再度、漏れ等の以上が無いか確認をします。

この時、漏洩を発見した場合は、積込み作業を中止し、JESCOへ報告されます。

次のスライドをご覧ください。
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積込み②

容器内で移動、転倒、
 破損させない

積込み 固縛

雨水と接触させない

接触する場合は中止

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
積込み時は、PCB廃棄物を雨水と接触させないように注意します。

屋根があるような保管場所なら問題ないのですが、屋根がないところで容器の中に雨水に触れずに入れることができない場合は、積込み作業を中止します。

運搬容器の中には、インナートレイがあり、そこに運搬中容器内で移動や転倒しないように吸収剤等で養生しつつ固縛されます。

次のスライドをご覧ください。
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積込み③

積込み作業の終了漏れ防止型金属容器の
 蓋のせ

漏れ防止型金属容器
防水シート

密閉

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
漏れ防止型金属容器の蓋を閉め、防水シートが掛けられ、積込み作業が終了します。

複数事業者で積み合わせる場合は、このような積込み作業を順次行っていきます。

次のスライドをご覧ください。
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＜運搬車両表示＞ 廃棄物処理法
（両側面に）
1産業廃棄物を収集運搬している旨の表示
2 業者名
3 許可番号

PCB廃棄物収集・運搬ガイドライン
相対する2ヵ所以上の側面に明瞭に視認でき

 るよう、「PCB」の表示を、高さ120mm以

 上×幅300mm以上で10mmの黒枠の中に、

 大きさ65mm以上の黒文字で表示すること。

消防法
令第三十条第一項第二号の規定より車両に

 掲げる標識は、0.3メートル平方の地が黒色の

 板に黄色の反射塗料その他反射性を有する材

 料で「危」と表示したものとし、車両の前後

 の見やすい箇所に掲げなければならない。

３ 収集運搬（3-２運搬①）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運搬車両には、廃棄物処理法、ガイドライン、消防法の規定により、このような車両表示をしなければなりません。

次のスライドをご覧ください。
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運搬②（運搬車両設備）

応急措置設備 ：保護衣･吸収材･消火器
応急措置マニュアル等

連絡設備 ：電話･無線機･GPS
緊急連絡先の書類等

＜JESCO受入基準＞

GPSによる車両運行管理設備

・運搬状況の随時確認
・事故時の緊急通報

＜運搬車両設備＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ガイドラインでは、運搬車両の設備として、

吸収材や、消火器等応急措置設備、電話や無線機等の連絡設備が必要となっています。

特に、連絡設備については、JESCO受入基準で、運搬状況の随時確認ができ、事故時の緊急通報ができる、GPSによる車両運行管理設備が必要であると定められております。

次のスライドをご覧ください。
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運搬③（GPS）

GPSについて

ＧＰＳ衛星

通信センター

JESCO

通信衛星

衛星通信アンテナ

車載端末

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらがPCBの収集運搬に使用されるGPSのイメージ図になります。

自動車のカーナビの様に、位置情報が車両側で分かるだけではなく、通信衛星を使って位置情報等を発信する機能を備えており、緊急時には、JESCO及び自治体へ一斉FAXが流される機能や、急加減速を感知した場合も自動で発信する機能を備えています。

真ん中の上の写真が通信用のアンテナです。現在のタイプはもっとコンパクトになっています。

下の写真は、車両内の操作端末です。

次のスライドをご覧ください。



15

運搬④（オーバーナイト）

広域協議会合意事項

• 即日搬入が原則だが、交通事情や受入先の事情等によ
 り自社の車両基地において一晩程度運搬作業を中断す
 る場合は運搬行為が継続しているものとして取り扱う。

条件
 ・外部の者が入れない

 ・社員が常時監視できる
 ・緊急連絡体制がある

※豊田市には、オーバー
 ナイト登録基地局はなし

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　運搬途中に一晩仮置きをする事例をご紹介します。

　東海4県ですと、静岡の伊豆半島の先や、三重県の紀伊半島の先などの保管事業者を回って、その日の内にJESCOへ搬入することは時間的にできません。また、交通事故等でJESCOの搬入最終時間である午後6時を過ぎてしまう場合も考えられます。

　このため、先に説明しました、遠方からの運搬や不測の事態等に対応するため、一定の条件をクリアする自社の車両基地で、車両に積んだまま一晩程度運搬作業を中断する場合は、運搬行為が継続しているものと取り扱うこととしました。

　これをオーバーナイトと呼んでいます。

　オーバーナイトできる車両基地局の条件ですが、外部の者が入れないこと、社員が常時監視できること、緊急連絡体制があることとなっており、現在は5事業者７ヶ所にオーバーナイト基地局があります。

　なお、ここに示した写真は、東海市にある日通さんの基地局です。セキュリティー付きの倉庫でオーバーナイトし、PCB廃棄物の収集運搬作業従事者講習を受けた作業員が倉庫横の事務所にある仮眠室で寝ているということでした。←日通に説明してもらう。

　次のスライドをご覧ください。
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運搬⑤（指定運搬ルート）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運搬ルートについては、市と収集運搬事業者との間で締結している「豊田市ポリ塩化ビフェニル廃棄物の収集運搬に係る安全性と環境保全の確 保に関する協定書」、こちらでルートを指定しております。

市内は原則国道を通り、国道153号から搬入する場合は、広久手町6丁目交差点を曲がって南進するルート、国道155号から搬入する場合は、鴻ノ巣橋北交差点を曲がって北進するルートを通ることになっています。

内環状線は使いません。

県外からは、高速道路を使って進入し、指定ICである東名豊田ICを降りた後、土橋町1丁目を左折し、施設の南の方から搬入することになっています。



そして、収集運搬事業者さんからは、運搬の１週間前くらいを目処に、保管事業者を管轄する自治体と豊田市、そしてJESCOに収集運搬計画書を出すことになっています。参考資料３をご覧ください。

何処から何をどんな車両で運んでくるか、責任者、運転者、緊急連絡先、運搬経路、作業内容等、これも収集運搬ガイドラインで定まっている内容を記載して出していただいております。この計画書を見て、指定ルートから外れていないか事前にチェックできるようになっています。

資料１にお戻りください。



そして、計画書にあるルートを間違いなく運行しているかを、先ほどのGPSシステムで確認しています。

次のスライドをご覧ください。
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運搬⑥ （GPSシステム軌跡）

市外ルート：高速道路～豊田IC

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、ある日に静岡県と三重県から別業者が搬入してきた時のGPSシステムの軌跡（パソコン画面のハードコピー）になります。

１０分毎に自動的に位置情報が通信衛星を通じて発信され、JESCOでも確認できるようになっています。

次のスライドをご覧ください。
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運搬⑥（GPSシステム軌跡）

一定間隔で自動発信、収集前後及び定点ポイントで手動発信

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう少し、地図の縮尺を小さくしたものです。

これは、ある運搬業者さんが、名古屋市内を収集して回った時の軌跡になります。

運搬中は１０分毎の一定間隔で自動発信するとともに、収集前後、そして、高速に乗るときや降りる時、休憩に入る時、終わった時など、決められたポイントポイントで、収運業者さんが手動で発信します。

次のスライドをご覧ください。
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運搬⑥（GPSシステム軌跡）

市内ルート：豊田IC～JESCO

豊田IC豊田IC
JESCOJESCO

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、県外から市内に搬入された時の軌跡になります。

１０分毎しか自動で発信されないものを線で結んでしまうので、ちょっと高速道路上を通ってないように見えますが、実際はキチンと高速道路を通っています。

そして、収運業者さんが、定点で手動発信する、インターチェンジを降りた時、土橋１丁目の交差点、鴻ノ巣橋北交差点、そしてJESCO到着と、しっかり軌跡が残っています。

例えば、計画と異なるルートを運行してしまった時や決められたポイントで発信を忘れてしまった時、急加減速が発信された時等は、JESCOから運搬車両や各責任者に確認してもらっています。

また、東名で事故が発生して、運行計画通りに行かない時なども、JESCOや市に連絡が入ることになっています。

このように、PCBの収集運搬に係わる、国、自治体、JESCOそして運搬事業者さんの全員で皆様にご理解いただけるよう、安全で安心なPCBの収集運搬のシステムが構築されています。

次のスライドをご覧ください。
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４ 受入検査・保管

受入検査

・処理開始まで保管・登録情報との整合確認

・漏れ、にじみないか

立体倉庫

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JESCOには、先ほどの収集運搬計画書にも記載された時間を目安に搬入され、登録情報と誤りがないか、漏れや滲みがないか、を確認する受入検査が実施されます。

受入検査で合格したものは、立体倉庫で処理ライン投入まで一時保管されます。

以上が、収集運搬の一連の流れになります。


	豊田PCB廃棄物処理事業に係る収集運搬について
	PCB廃棄物の収集運搬の体制
	PCB廃棄物収集運搬ガイドライン
	ガイドラインの主な具体的事項
	収集運搬のフロー
	１ 運搬準備（1-1事前調査）
	１ 運搬準備（1-2補修作業）
	２ 運搬容器
	３ 収集運搬（3-1積込み①）
	積込み②
	積込み③
	スライド番号 12
	運搬②（運搬車両設備）
	運搬③（GPS）
	運搬④（オーバーナイト）
	運搬⑤（指定運搬ルート）
	運搬⑥ （GPSシステム軌跡）
	運搬⑥（GPSシステム軌跡）
	運搬⑥（GPSシステム軌跡）
	４ 受入検査・保管

